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▲締結式の様子（写真左から徳永教授、石山会長、橋本町長）

 　町は、麗澤大学及びさしま茶協会とさしま茶のブラン
ド価値向上のため協定を締結しました。
　この協定では、江戸時代末期、さしま茶が日本茶とし
て初めて海外輸出に成功したとされる歴史的事実の詳細
を明らかにし、さしま茶のブランド価値向上につなげる
ことを目的としております。
　今後、さしま茶のルーツをたどる調査・研究が本格的
にスタートすることになります。

2/22
さしま茶のブランド価値向上へ
麗澤大学・さしま茶協会と協定締結

3/4
境町消防春季点検式を挙行　 境小６年生2名を一日点検官に任命

　境町体育協会スキー部（河口祐一部長）では、長野県
の軽井沢プリンスホテルスキー場において、町内の小・
中学生 34 名の参加のもと「境ジュニアスキー」を開催し
ました。
　この企画は、「親子スキー教室」とは異なり、スキーを
滑れる子を対象とした内容で、さらなる技術の上達を目
的とし、毎年実施されています。
　当日は天候にも恵まれ、スキー部の方々の熱心な指導
によって、レベルアップした滑りができ、参加者の皆さ
んは、大自然の素晴らしさを満喫しながら楽しい一日を
過ごしました。

2/19
境町体育協会「境ジュニアスキー」を開催

▲「境ジュニアスキー」に参加した皆さんの集合写真

【２　級】　中村　隼人さん
【３　級】　関　美咲さん

第184回全国商工会連合会珠算検定合格者
※次回、珠算検定試験は、
平成 29 年６月 18 日（日）になります。

▲写真左から加藤消防団長、宮野さん、

老沼さん、橋本町長

▲境町消防団による点検式の様子 ▲消防車両の点検の様子

防団長らが点検するものです。
　今年は、境小学校６年生の老

お い ぬ ま

沼一
ひ と し

獅さんと宮
み や の

野響
ひ な

愛さ
んが一日点検官を務め、また、Y’ pep エアロビクスクラ
ブの子どもたちが華麗なダンスを披露し、点検式に華を
添えてくれました。

　JA 茨城むつみ本店駐車場において、平成 29 年境町消
防春季点検式が挙行されました。この点検式は、消防防
災活動に従事する境町消防団（加藤正則団長）の士気を
高め、常に迅速で適切な活動が行えるよう人員・姿勢・
服装と機械器具を橋本町長や加藤団長、来賓、近隣の消
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